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皇
太
子
殿
下
に
は
県
内
の
産
業
状
況
を
御
調
察

の
疋
め
¥
去
る

9
月
山
田
御
来
県
さ
れ
¥
お
泊
所

の
大
洗
ハ
ー
フ
ホ
テ
ル
に
向
か
わ
れ
る
だ
め
司
日

午
後

5
時
部
分
¥
大
洗
鹿
島
線
寸
大
洗
駅
し
に
あ

蓮
き
に
な
り
ま
し
疋
。

駅
ホ
!
ム
で
は
当
聞
か
ら
竹
内
宏
昭
長
と
菅
原

弥
田
議
会
議
長
ガ
お
出
迎
え
し
¥
駅
頭
に
は
大
費

小
学
校
・
南
中
学
校
の
毘
童
生
徒
を
は
じ
め
町
民

約
干
五
百
人
の
皆
さ
ん
ガ
手
に
手
に
日
の
丸
の
小

旗
を
振
り
皇
太
子
椴
下
の
御
来
聞
を
印
ガ
ら
歓
迎

iυ

ヰひ
j
U
台
九
。

殿
下
に
は
¥
こ
の
ご
奉
迎
に
疋
い
し
て
終
始
に

こ
や
か
に
¥
手
そ
振
り
あ
師
え
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
¥
殿
下
は
玉
造
聞
の
茨
城
県
内
水
車
水

産
試
験
場
や
鉾
呂
田
の
櫨
気
一
ア
i
ブ
な
ど
を
製
造

す
る
会
社
を
観
視
察
さ
れ
た
あ
と
¥
鉾
田
町
役
場

で
鹿
行
地
方
の
若
い
農
業
後
継
者
達
と
ご
懇
談
さ

れ
¥
霊
に
¥
大
洗
自
の
ホ
テ
ん
で
は
先
月
の
台
風

叩
号
に
よ
る
水
害
で
被
害
を
受
け
吃
水
一
戸
市
や
石

下
司
な
ど
¥
川
内
市
開
村
長
か
ら
被
害
の
状
況
を
ご

聴
取
さ
れ
ま
し
た
。

翌
お
己
は
竹
内
町
長
・
菅
原
議
長
・
小
幡
県
議
・

那
珂
湊
・
勝
田
高
市
長
等
の
お
見
送
り
す
る
な
か

で
¥
午
前
9
時
5
八
刀
お
泊
所
を
お
発
ち
に
な
り
¥

部
時
耳
の
原
研
那
珂
研
究
所
(
額
融
合
の
研
究
施

設
て
日
立
市
の
己
製
巴
立
工
場
の
御
視
察
に
向

わ
れ
ま
し
だ
。

皇
太
子
殿
下
の
翻
来
町
は
¥
去
る
昭
和
お
年
刊

用
¥
当
時
で
開
催
さ
れ
だ
第
3
口
水
産
資
源
保
護

全
冨
大
会
と
政
魚
祭
に
御
臨
席
を
い
疋
ぜ
き
¥
次

い
で
¥
昭
和
相
年
9
丹
、
本
県
で
開
催
さ
れ
た
第

却
自
国
民
体
青
大
会
璽
季
大
会
の
際
¥
自
主
太
子
妃

殿
下
ご
悶
伴
で
当
時
の
常
陽
明
治
記
会
館
を
観
覧

に
な
り
¥
大
洗
ホ
テ
ル
に
御
宿
泊
さ
れ
¥
今
回
で

一
二
震
の
鶴
来
昭
を
い
疋
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す。
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先
日
、
祝
町
同
好
会
(
野
田
佳
叔
回
会

長
外
会
長
田
名
)
に
よ
る
海
岸
清
捕
奉

仕
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

祝
町
同
好
会
は
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ

!
ル
大
会
を
契
機
に
、
祝
町
地
区
の
若

者
を
対
象
に
地
域
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ

i
作

り
と
会
員
相
互
の
親
睦
と
友
好
を
目
的

に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
地
度
予
供
会
・

学
校
・
町
内
会
事
業
へ
の
参
加
協
力
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
早
朝
6
時
海
門
橋
下
へ
会

員
と
子
供
達
が
集
合
し
早
速
作
業
に
移

り
ま
し
た
。
作
業
は
ふ
た
手
に
別
れ
、

海
門
橋
下
に
漂
着
し
た
流
木
等
を
伺
ケ

所
か
に
集
め
て
の
焼
却
作
業
と
、
周
辺

の
空
き
缶
・
ゴ
ミ
の
回
収
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
子
供
達
も
あ
ま
り
に
も
多
い

空
き
缶
や
ゴ
ミ
の
回
一
一
塁
に
観
光
客
や
釣
り

楽
し
く
れ
協
ご
や
か
じ

tli らあおお

る

視
師
間
関
紙
則
合
の
皆
さ
ん

昭和61年10月1悶

人
の
マ
ナ
!
の
惑
さ
に
驚
い
て
い
ま
し

た
祝
町
の
皆
さ
ん
、
奉
仕
作
業
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。

去
る
9
月
日
臼
出
、
町
で
は
一
足
早

い
敬
老
会
を
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
招
か
れ
た
叩
歳
以
上
の
お
年

寄
り
は
、
今
月
に
、
当
町
で
初
め
て
の

百
歳
の
長
寿
を
迎
、
え
ら
れ
る
雨
沢
あ
き

(
九
九
)
さ
ん
(
舟
渡
1
区
)
を
筆
頭
に
、

千
八
百
三
名
(
努
六
八
六
名
・
女
一
、
一

一
七
名
)
の
方
々
で
、
当
日
は
、
こ
の

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
が
、

元
気
な
姿
を
続
々
と
み
せ
、
さ
し
も
の

広
い
大
ホ

I
ル
も
忽
ち
満
席
と
な
る
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。

お
祝
い
の
式
典
は
竹
内
町
長
の
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
最
長
寿
者
の

雨
沢
あ
き
さ
ん
に
県
・
町
社
会
福
祉
協

開

竹内師長

著者
町同J盈~

紅コ宙

開

恒
例
に
な
っ
た
竹
内
町
長
に
よ
る
、

町
内
の
長
寿
者
訪
問
が
去
る
9
月
9
日

敬
老
の
自
に
先
だ
ち
行
な
わ
れ
ま
し

た。
今
年
は
舟
渡
1
区
雨
沢
あ
き
(
九
九
)
さ

ん
外
5
名
の
お
宅
に
記
念
品
を
贈
り
慰

議
会
長
か
ら
お
祝
に
博
多
人
形
と
金
一

封
が
贈
呈
さ
れ
、
続
い
て
、
米
寿
達
成

者
お
名
を
代
表
し
て
、
本
堂
泰
一
郎
さ

ん
に
県
知
事
か
ら
の
記
念
品
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
名
誉
町
民
の
小
幡
県

議
、
間
加
藤
前
町
長
を
始
と
す
る
来
賓

の
皆
さ
ん
か
ら
祝
辞
が
あ
り
式
典
を
終

了
し
、
お
待
ち
か
ね
の
演
去
に
入
り
ま

し
た
。今
年
は
榔
亭
ら
久
楽
一
行
の
、
歌
謡

漫
談
・
東
京
ボ

i
イ
ズ
、
そ
っ
く
り
シ

ョ
l
-
酒
上
二
部
、
等
の
演
芸
と
敬
老

芸
能
発
表
・
町
有
志
に
よ
る
賛
助
出
演

な
ど
に
よ
り
、
楽
し
い
一
日
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

閉
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
当
町
初
め
て
雨

沢
あ
き
さ
ん
が
叩
月
別
日
で
百
歳
を
迎

え
、
元
気
な
お
身
体
で
竹
内
町
長
と
親

し
く
お
話
し
し
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
何
歳
ま

で
も
お
元
気
で
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。

長
寿
者
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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昭
和
六
十
一
年
慶
大
、
議
長
寿
番
付

勧

進

元

大

洗

町

大
洗
町
在
住
町
八
八
歳
(
米
寿
)
以

上
町
方
を
相
撲
の
番
付
表
に
な
ら
っ
て

「
長
寿
者
番
付
表
い
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
(
敬
称
格
)

横
網
弁
天
靖
夫
あ
き
九
九
よ
摂
布
来
季
五
升
ふ
8
7
安
オ

嘉
管
理
来
小
芳
一
瀬
ょ
で
九
六
オ
一
教
義
孝
青
木
ぐ
ま
九
手

犬
商
売
一
小
野
議
え
ふ
九
五
オ
玄
関
説
皿
金
鈴
木
ぶ
よ
九
五
オ

蚤
喬
主
管
ぶ
か
っ
九
三
菱
自
然
町
青
山
マ
ツ
九

F

司
量
一
三
沢
と
め
九
四
オ
一
司
君
一
寄
神
も
と
る
f
T

T
Z三
選
な
つ
九
/
茅
関
脇
島
ザ
公
表
札
み
つ
ろ
芽

河
期
津
町
榎
本
、
つ
め
会
才
一
司
碧
町
清
水
ヴ
メ
九
芋

小
持
制
川
和
町
、
小
活
か
っ
ち
牙
一
小
祐
三
川
小
笠
も
て
を
オ

司
新
ヱ
柔
雪
(
粛
を
す
一
司
葉
町
小
路
待
て
ぐ
を
オ

問
見
、
長
久
背
〉
山
ぐ
を
オ
一
司
す
宥
氷
川
て
る
九
ニ
オ

勾
ぢ
程
彩
山
い
ね
壬
才
一
問
視
町
野
マ
穂
明
九
J
f

河
期
符
町
小
野
瀬
よ
マ
九
一
才
一
司
芸
品
炉
殻
き
ょ
九
子

首
頭
車
泉
南
沢
。
ー
さ
き
ー
一
前
頭
一
吉
小
器
〈
に
去
す

司

m-寄
島
地
ィ
〈
五
却
を
f

一
河
永
互
恵
替
妻
名
九
o
オ

時
空
会
炉
都
東
ま
つ
九
G
T
一
可
去
叶
川
后
肴
き
ん
九
o
オ

司

雲

炉

各

て

ぐ

九

0
7
一
司
芋
望
月
よ
つ
ま
ま

果

関

根

L
f
o
L
司

喜

留

百

な

つ

九
o

オ

一丁

g
2
2
2
0
L胃
丸
一
支
小
評
議
、
て
レ
九
o
オ

』
沢
町
宗
谷
み
つ
九
O
L
河

E
安
田
一
坤
九
芽

室

炉

藤

い

し

幸

一

時

寄

v
p
川
は
な
八
九
オ

主
基
一
色
料
肴
や
す
へ
手
ー
一
可
愛
苧
積
地
て
〈
八
九
オ

主
義
ブ
ザ
ノ
八
す
石
器
内
壁
急
車
八
九
オ

ー
関
あ
き
八
手
一
時
金
久
黍
ゆ
き
く
へ
九
f

-
糸
町
一
高
須
さ
た
八
へ
オ
一
司
会
式
霜
島
は
つ
八
ヘ
オ

一T
g
平
時
も
て
へ
へ
矛
脇
村
町
芳
対
き
く
八
ヘ
オ

是
町
款
は
つ
八
余
免
全
甲
山
活
殉
へ
八
オ

罫
mv肉
沢
掌
告
八
八
オ
芽
一
芳
肴
き
く
八
八
オ

五
大
主
〈
八
八
オ
重
点
竹
繁
華
八
ヘ
オ

金
沢
悲
哀
「
部
八
八
オ
免
益
金
子
は
ゐ
八
へ
オ

新
町
関
減
少
冗
小
八
九
オ
自
丸
、
食
品
百
主
つ
八
八
オ

}
水
町
寄
?
の
さ
八
ヘ
オ
新
町
本
点
や
る
向
八
ヘ
オ

周
一
寄
島
地
受
理
会
、
水
町
鬼
¥
左
へ
余

b

許
可
〕
J

嘉

ぞ

う

へ

ヘ

オ

金

犬

小

象
λ
平
へ
会

珂
よ
ま
つ
八
余

J

一
寸

a

A
安
水
平
三
八
ヘ
オ
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珂

年
金
だ
よ
日
リ

ど
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

六
O
歳
か
ら
そ
れ
ら
の
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
老
齢
基
礎
年
金
は

繰
り
上
げ
て
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上

げ
て
請
求
し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
な

ど
は
六
五
歳
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

O
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
議
求

し
た
後
、
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
年
金
係
(
電
話
六
七

!
五
一
一
一
内
線
五
三
)
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

関口
ω門
別
伺
中
合
出
回

g
A

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
興
犠

間
組
問
問
年
曹
の
加
入
唱
す
鱗
君
臨
一

m

お
す
み
で
す
か

こ
と
し
四
月
か
ら
、
新
し
い
年
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、

サ
一
フ
リ
j
マ
ン
の
奥
様
は
、
す
べ
て

闇
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ

な
お
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
こ
つ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
今
ま
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

っ
た
と
き
は
「
一
人
一
基
礎
年
金
を
支
様
は
、
任
意
加
入
で
し
た
が
、
今
自

給
す
る
」
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
し
た
の
改
正
に
よ
り
、
強
制
加
入
に
な
り

の
で
、
二
つ
以
上
の
基
礎
年
金
を
受
け
ま
し
た
。
加
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
保
険
料
は
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
い

た
と
、
え
ば
、
次
の
よ
う
に
二
つ
の
年
る
年
金
制
度
で
ま
と
め
て
負
扱
し
ま

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
す
の
で
、
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ど
ち
ら
か
の
年
金
を
選
択
す
る
こ
と
に
ん
。

な
り
ま
す
の
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
で
、
ま
だ

り
上
げ
請
求
す
る
場
合
、
よ
く
考
、
え
て
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
お
す
み

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
加

O
現
在
ま
た
は
、
以
前
に
厚
生
年
金
な
入
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

あま納
わだめ

国せ納忘
てめれ 民納らは
めれあ 年
まてり 金
しいま

のよなせ
ういん月{呆
。万力

時?払緊
十では
月す
分"のい

険料保

と

開
今
年
四
月
か
ら
、
年
金
制
度
が
変

わ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

は
何
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

カ答
保
険
料
を
二
五
年
1
四
O
年
(
年

齢
に
よ
り
一
二
年
か
ら
二
四
年
に
短
縮

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
)
納
め
ら
れ
た
期

間
に
よ
り
、
ム
ハ
O
歳
か
ら
繰
り
上
げ
請

求
を
し
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。た
だ
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し
ま
す

と
、
次
の
よ
う
に
支
給
を
希
望
す
る
年

齢
に
よ
っ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ

の
年
金
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

~ ムムム

齢事ヰ嘉事
ノ、 ノ¥ノ¥ /、

歳四歳歳一歳歳。

額金額 六
ーニニ三四 に五

%%。 %八五%%一 な減より 歳
率る 年σ〉

八八七六五
率 金害の頁 年支給

九%%O%一五%%入
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町
・
社
協
主
催
の
北
海
道
道
南
部
を

巡
る
四
泊
五
日
の
福
祉
ツ
ア

i
「
北
海

道
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
が
八
月
二
十
六
日

か
ら
母
子
(
父
子
)
家
庭
、
九
月
十
六
白

か
ら
は
身
体
障
害
者
と
ニ
団
体
が
来
日

本
フ
ェ
リ
ー
の
協
賛
で
笑
現
し
ま
し
た
。

地
図
で
し
か
知
ら
な
い
北
海
道
観
光

の
第
一
歩
は
愛
矯
を
ふ
り
ま
く
「
笠
別

熊
牧
場
」
の
百
八
十
頭
の
熊
と
の
会
見
、

さ
ら
に
は
登
別
と
洞
爺
を
結
ぶ
「
オ
ロ

ブ
レ
峠
」
か
ら
の
洞
爺
湖
・
羊
蹄
山
を

遼
眺
で
き
た
絶
景
に
自
を
み
は
り
ま
し

た
。
「
洞
爺
湖
」
で
は
湖
の
中
心
に
繰
に

昨
年
3
月
に
開
港
し
一
年
半
を
経
た
か
ら
の
出
火
」
を
想
定
し
、
午
前
日
時
つ
つ
ま
れ
た
中
の
島
ま
で
の
培
曳
船
、

去
る
9
月
8
日
、
大
洗
港
カ

i
フ
ェ
リ
日
分
、
通
報
を
受
け
た
町
消
防
回
全
分
現
在
も
噴
煙
を
あ
げ
て
い
る
「
昭
和
新

l
埠
頭
に
停
泊
中
の
き
っ
ぽ
ろ
丸
で
大
団
の
消
訪
挙
が
消
防
司
令
事
を
先
頭
に
山
」
の
雄
大
き
、
電
気
パ
ス
で
行
っ
た

規
模
な
海
難
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
現
場
に
到
着
海
上
の
消
防
艇
と
共
に
放
札
幌
市
民
の
水
ガ
メ
「
豊
且
平
峡
ダ
ム
」

し

た

。

水

消

火

訓

練

を

し

、

あ

わ

せ

て

負

傷

者

の

見

学

。

広

大

な

土

地

に

展

開

す

る

明

こ
れ
は
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
海
難
事
故
の
救
出
、
救
急
隊
に
よ
る
応
急
救
護
、
治
大
正
期
の
復
元
・
再
現
し
た
建
造
物

を
想
定
し
た
、
消
火
、
人
命
救
助
、
流
病
院
へ
の
搬
送
等
を
行
い
ま
し
た
。
の
「
北
海
道
開
拓
村
」
の
散
策
。
札
脱

出
油
紡
除
な
ど
の
総
合
的
海
難
救
助
訓
ま
た
、
さ
っ
ぽ
ろ
丸
の
上
尚
早
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
で
九
十
メ

i

練
で
、
那
珂
湊
海
上
保
安
部
、
大
洗
町
海
上
保
安
部
の
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ト
ル
級
の
ジ
ャ
ン
プ
競
技
が
行
な
わ
れ

消
坊
本
部
、
大
洗
府
消
防
団
な
ど
日
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
飛
来
し
、
た
「
大
蔵
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
」
の
高

関
係
機
関
、
団
体
か
ら
約
四
百
人
が
参
負
傷
者
の
吊
り
上
げ
救
出
訓
練
を
行
き
に
驚
き
ま
し
た
。
パ
ス
の
車
窓
か
ら

加
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
ぃ
、
海
上
で
は
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
張
札
幌
市
内
の
「
時
計
台
・
旧
北
海
道
庁
」

訓
練
は
「
さ
っ
ぽ
ろ
丸
が
入
港
時
に
り
、
流
出
油
の
防
徐
訓
練
等
が
手
ぎ
わ
な
ど
見
学
、
「
大
通
り
公
園
・
市
内
の

気
象
急
変
の
た
め
、
風
浪
に
よ
り
圧
流
良
く
行
わ
れ
、
滞
り
な
く
予
定
ど
お
り
自
由
行
動
」
で
臼
本
の
首
都
東
京
に
も

岩
壁
に
激
突
し
、
衝
激
に
よ
り
機
関
室
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。
劣
ら
な
い
札
挽
の
都
市
化
に
驚
嘆
。
「
も

寸
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う
一
度
親
子
で
き
た
い
北
海
道
」
と
感

激
と
感
謝
の
福
祉
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
と

は
、
社
協
事
務
局
に
届
く
子
ど
も
遠
の

感
想
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
ば

ら
し
い
「
記
念
文
集
」
が
で
き
そ
う
で

す
。
帰
路
の
船
内
で
大
洗
町
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
の
当
選
考
に
賞
品
授
与
と
、
竹

内
宏
町
長
の
「
私
の
生
い
た
ち
」
の
話

が
あ
り
、
良
い
教
訓
に
な
っ
た
と
文
集

の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
第
二
回
は
婦
人
会
、
町
消
防
署
の
力

強
い
職
員
を
含
め
二
十
五
名
の
付
添
に

加
藤
病
院
の
林
先
生
・
細
川
看
護
婦
さ

ん
を
加
え
た
水
も
も
ら
さ
ぬ
体
制
で
編

成
、
第
一
回
と
同
じ
観
光
コ

l
ス
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
時
々
持
っ
た
雨
で
「
オ

ロ
レ
フ
峠
」
の
絶
景
の
み
望
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

i
ル
開
聞
の
本
場
の
ビ

i
ル
の
味
、
千
歳

物
産
宿
の
異
物
と
介
助
・
介
護
の
「
思

い
や
り
の
旅
」
の
数
々
の
思
い
出
を
積

み
こ
ん
で
再
び
船
旅
と
な
り
ま
し
た
。

一
行
の
安
吾
を
気
ず
か
い
、
竹
内
宏
町

長
・
加
藤
理
病
院
長
が
出
発
日
の
「
ゆ

れ
た
ば
る
な
」
の
様
子
を
聞
き
つ
け
、

室
蘭
市
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
出
迎

え
旅
を
ま
(
に
し
ま
し
た
。
病
人
も
な
く

全
員
無
事
故
で
福
祉
ツ
ア
!
の
終
っ
た

こ
と
の
喜
び
と
、
婦
人
会
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
町
消
防
署
の
職
員
の
皆
様
方
の

介
助
・
介
護
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表

し
ま
す
。

交
通
費
金

金
問
問
キ
ャ
ラ
バ
ン
勝
当
時
を
訪
関

去
る
8
月

m
g問
、
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
た
め
交
通
安
全
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
午
前
日
時
役
場
正
面
玄
関
前
で

水
一
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部

(
小
幡
五
朗
支
部
長
)
・
大
洗
町
交
通

安
全
母
の
会
(
黒
沢
み
つ
江
会
長
)
の

皆
さ
ん
が
出
迎
え
る
中
、

2
ム
口
の
白
バ

イ
に
先
導
さ
れ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
到

着
し
、
早
速
「
総
理
府
総
務
長
官
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
長
の
県

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
高
閏
登
代
子

会
長
か
ら
竹
内
町
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し

一
、
金
百
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
六
三
八
番
地

坂
本
英
彦
殿

大
洗
町
消
防
車
両
購
入
基
金
と

し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
参
拾
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
六
七
三
番
地

坂
本
和
男
殿

老
人
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て

町
に
寄
締
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
テ
レ
ビ
一
台

(
一
五
万
円
相
当

水
戸
市
水
府
一
四
九
二
番
地

セ
ン
タ
ー
電
機
肌

取
締
役
社
長
三
代
猛
男
殿

大
洗
町
役
場
庁
内
備
品
と
し
て

寄
荷
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
バ
ケ
ツ
出
個

東

光

会会
長

鴨

川

墓
地
清
婦
及
び
墓
参
用
と
し
て

町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

た
。
竹
内
町
長
か
ら
は
交
通
安
全
に
関

す
る
決
意
表
明
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
大
洗
町
の
リ
ボ
ン
が
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
フ
ラ
ッ
グ
に
結
ば
れ
、
拍
手
に
送

ら
れ
次
の
目
的
地
で
あ
る
旭
村
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。

芝
公
通
安
全
協
会
@
自
の
会
*

揮
出
陣
清
奉
仕
を
行
う

夏
の
海
水
浴
期
間
も
終
わ
り
残
暑
の

残
る
大
洗
海
水
浴
場
で
、
去
る
8
月
出

回
附
大
洗
町
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部

(
小
幡
五
朗
支
部
長
)
・
大
洗
町
交
通

安
全
母
の
会
(
黒
沢
み
つ
江
会
長
)
が

海
岸
清
掃
泰
伎
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
8
時
叩
分
都
市
公
園
事
務
所

に
集
会
し
、
竹
内
宏
町
長
、
小
幡
五
期
支

部
長
、
都
市
公
罰
事
務
所
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
早
速
作
業
に
移
り
ま
し
た
。

清
掃
奉
仕
作
業
は
、
大
洗
ビ

i
チ
パ

レ
ス
下
よ
り
大
洗
水
族
館
下
ま
で
の
間

を
横
一
列
に
な
り
行
な
わ
れ
、
夏
の
海

水
浴
期
間
に
残
さ
れ
た
空
缶
、
花
火
の

や
り
残
し
、
台
風
刊
号
に
よ
る
漂
並
荷
物

等
で
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
ま
だ
た
く

簡
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

む
し
暑
い
臼
に
汗
を
か
き
な
が
ら
の

善
意
の
奉
仕
作
業
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
、
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成

澱

秋

鰭

朝
夕
は
め
っ
き
り
秋
の
気
配
が
感
じ

O
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
こ
ぞ
っ
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健
康
づ
く
り
に
戸
外
に
出
て
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

は
一
番
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
せ
っ
か
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

か
ら
十
分
体
力
を
つ
け
、
冬
に
な
っ
て
生
活
を
し
て
も
運
動
が
不
足
し
て

風
邪
な
ど
に
負
け
な
い
よ
う
な
体
力
づ
は
、
そ
の
栄
養
を
消
化
し
き
れ
ず
血

く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
先
ず
健
康
管
の
中
に
脂
肪
分
が
ふ
え
、
そ
れ
が

を
維
時
す
る
た
め
に
は
食
生
活
が
第
一
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
筋
肉
・
血
管

歩
で
す
。
最
近
は
生
活
の
テ
ン
ポ
が
、
が
お
と
ろ
え
る
な
ど
全
体
に
老
化
が

早
く
な
っ
て
き
た
た
め
イ
ン
ス
タ
ン
ト
進
み
ま
す
。
運
動
を
し
て
体
内
で
沢

食
品
や
加
工
食
品
で
す
ま
せ
る
家
庭
が
山
の
酸
素
を
消
耗
す
る
と
、
こ
れ
を

増
え
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
が
ち
補
う
た
め
腕
が
活
発
に
働
い
て
空
気

で
す
。
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
脂
肪
、
中
の
酸
素
を
と
り
こ
み
血
液
に
送
り

た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ま
す
。
こ
の
血
液
を
心
臓
が
血
管
の

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
、
炭
水
化
物
を
毎
日
組
す
み
ず
み
ま
で
送
り
届
け
ま
す
。
こ

み
合
せ
で
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
う
し
て
心
臓
、
腕
、
血
管
の
機
能
が

最
近
ふ
え
て
い
る
子
供
の
骨
折
事
故
も
強
化
さ
れ
若
さ
と
健
康
が
保
た
れ
ま

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
不
足
が
大
き
な
原
因
の
す
。

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
カ
で
は
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
一
日

ル
シ
ュ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
む
イ
ワ
シ
、
ど
の
位
の
運
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
で

ひ
じ
き
、
牛
乳
な
ど
た
っ
ぷ
り
と
る
よ
し
よ
う
か
、
ふ
つ
う
の
人
は
仕
事
以

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
成
人
病
や
ガ
外
に
一
日
二

0
0
1三
0
0キ
ロ
カ

ン
な
ど
は
、
そ
の
原
因
の
八

O
%ま
で

ロ

リ

i
程
度
の
運
動
が
必
要
と
い
わ

が
、
食
生
活
を
中
心
と
す
る
日
常
慣
習
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
一

O
Oキ

に
基
罰
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
運
動
で
消
費
す
る
に

o若
さ

を

保

つ

食

生

活

は

「

歩

行

一

一

一

O
分
よ
二
五
分
」
「
か
け

①
ご
は
ん
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
足
十
五
分
i
二
O
分
」
「
な
わ
と
び
十

お

か

ず

は

十

分

に

分

j
十
五
分
」
「
ラ
ジ
オ
体
操
二
五
分

②
魚
、
大
豆
製
品
、
牛
乳
を
毎
日
の

j
一
一
一
五
分
」
「
階
段
昇
峰
十
分
1
十

食

事

に

五

分

」

で

す

。

こ

れ

ら

を

運

動

の

目

③
新
鮮
な
野
菜
果
物
、
海
草
類
を
タ
安
と
し
て
で
き
い
。

ツ

プ

リ

と

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

食

生

活

、

適

④
動
物
性
脂
肪
を
ひ
か
え
植
物
油
を
当
の
運
動
、
充
分
な
睡
眠
、
こ
れ
が

豊

富

に

健

康

を

保

持

す

る

必

要

条

件

で

す

。

⑤
塩
か
ら
い
食
事
は
ひ
か
え
る
健
康
そ
れ
は
家
族
み
ん
な
の
し
あ
わ

⑥
何
で
も
食
べ
て
腹
八
分
目
に
せ
で
す
。

づ

の

り

~自質、ビタミン

A・B.C、ミネ

ラル(;魚、・肉・レバ

ー・うなぎ・にんじ

ん・いちご・レモン)

ビタミンB"クエ

ン酸(牛乳・レパ

・はちみつ・しょう

が・梅干・レモン)



L、らあおお昭和61年10月1日

午
前
9
時
却
分
1
午
後
4
時
的
分
(
平
日
)
土
曜
日
は
正
午
ま
で
(
第
2
・
第

3
土
曜
日
は
休
み
ま
す
)

。
専
門
の
相
談
員
が
続
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
0

0
弁
護
士
相
談
呂
毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
j
4
時

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
・
水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

水
戸
市
南
町
3
!
4
i
貯
水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
4
措

水

戸

調

査

事

務

所

内

T

E

L

0

2

9

2

!

日
的

1
1
6
9
3

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

第178号 (4)

原
子
力
施
設
の
見
学
会

(
募
集
)

川
山
月
お
臼
は
H

原
子
力
の
呂
H

です。

島
近
に
あ
る
原
子
力
施
設
を
、
皆
さ
ん
の
日
で
確
か

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
一
般
釘
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
来
る
日
月
川
抗
日
(
金
)
に
次
に

よ
り
、
原
子
カ
施
設
の
見
学
会
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

原
子
カ
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ロu

m月
泊
目
(
金
)

9
時
か
ら
お
時
ま
で

ん
ソ
ハ
U
7寸4

4小
4
2イ

O
募
集
人
員

。
見
学
施
設

涼
研
・
大
洗
研
究
所

動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

O
参
加
費
無
料
(
昼
食
は
用
意
し
ま

す
。
)

大
洗
町
役
場
・
広
報
公
聴

O
申
込
先

室
電
話
的
5
1
1
1
附

(
内
線
)
m
u
・
悦

。
臼

時

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

!本間 ! 
談!

所

法人
務権

(
無
料
)

、

と

き

叩
月
行
日
(
金
)

午
前
十
時
j
午
後
三
時

、

炉
」

-
}
λ
J

大
洗
町
役
場
(
三
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

交
通
事
故
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す

暮らしを明るくするだめの

r行政相談』のお知らせ(無料@秘密)
茨城行政監察事務所

水戸市北見町 1-11

TEL 水戸 (21)3347 

韓併説明になっとくできない。

惨ニのようにしてほしい。

韓併処理がまちがっている。おそい。

惨どうすればよいか分らない。

験不親切な扱いそうけた。

など苦情や婆主ぎなどをお持ちの方は、気軽に地

元の行政相談員か行政監察局へご相談下さい。

。たとえば

登記、国税、年金、生活保護、環境衛生、農地、道路、

河川、建築、公害、その他一般許認可など。

また、国鉄、公団、公庫、事業団等のことについての相

舌炎

役所の仕事について

茨
城
県

水
戸
高
等
技
能
専
門
校

生

徒

募

集

/

昭
和
白
年
度
生
徒
を
下
記
の
よ
う
に
募
集
い
た
し
ま
す
。

技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
若
人
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。
就
職
す
る
と
き
も
有
利
で
す
。

ー
、
募
集
内
容

キ反 ?王 。担IJ 建 自 言主

A 動 子
科

ノ玉Ii { 局 事 量 築
車
機
整

務 f蒲 器 名
科 科 科 科 科 科 科

15 10 20 20 10 30 30 30 定
員

2 

" " " " " " 
l 
期

年 年
( ( ( 

4 

" " " " " " " キ入月主 間

自召 日召
昭和 stl 手口
手口 62 手口 61 戸J三ι 

62年 61 年
年 l 年 10 イ寸
2 月 10 月
月 30 月 1 期
13日 31 日
日( 日

7}c 
問

(会
金) 金

) 

2
、
応
募
資
格

高
卒
(
見
込
み
も
含
む
)
以
上
の
者
(
板
金
科
及
び
左
官
科
に
つ
い
て
は
や

卒
以
上
の
者
)

。
詳
し
く
は
当
校
ま
た
は
近
く
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

一T
湖
水
戸
市
一
芯
吉
田
町
一
里
塚
1
8
7
2
8
0
2
9
2
附
5
5
0
0

分行事予定表大洗文化センタ一時

。相談の申出は

直接、口頭で申し出られるのがよいのですが、手紙や電

話でも結構です。

~‘ 
企ヨ「内

ノレ 100保制度改善強化推進大会

事俄開催場所

ホ

催事名

第 17間関東叩信越給地区
図保制度改善強化推進大会

大洗町国民健康保険
健康家庭表

原信夫とシャーブス&
7 ラソツコン 4ナ

ラス練

廃始時間

lI"， j蒔
9 : 00-

10: 00-

催事名

10R 1 B(オく)
10月2B(オミ)

10月3日(金)

昭和61年 10月17毘樹午後 1時一3時

大洗町役場 1階会議室

キI:H炎日

場所

健康家庭表彰式

大洗町教脊委員会ー大洗町音楽品会主崖により
なつかしのメ口ヂィ など名砲が被箆きれる

コーノレさざなみ会員の練習会

大会議室

ホーノレ
リノ、 サノレ妄

リハーサル室

式

習

金

Jp/-

18 : 00-

10: 00-
19 : 00-

13 : 00-

10月4日(土)

10FJ 511 1)l7l全j
19(1024伶氾α-t;)

10月78(火) 保健所管内食品関係業者講習会ホ

オミ ーー ノレ
リハーサノレ釜

大会議室

コ

食品衛生責任者講習会

」、だん主主性と知り合う機会が少ない独身男女
の出合いの場

クオ レ会員の練認会

大洗一中芸術鑑賞のつどい

メ入
口見団集

12: 30-

9 : 00-
(61.8月現夜)大洗町における交通事故の発生状況

し、

数J戚増前年同期年ヱド
リハサ)~室醤練スフコ9 : 00-

ヘルシ一体操・バレエ教室リハ サjレ室バ レエ教室

立正佼正会茨城県青年連絡協議会
平 和委員会

大洗青年会議所会議

13 : 00-

10月8日(水)

10月12日(日)

10月15日(7)'く)
10月21日(グく)
10月16日(木)
10月23日(*)

10月19日(8) (ム2)12 ( 67) 11 (65) 発生件数 ムlル i平和委員会の発会式及び記念講演ホ9 : 00-

l o ( 1 ( 2) 数者死大会議室14 : 00-10月19日(日)

※( )内は累計をなミす。

“毎月f自lま突通安全の日"“ゆずり合いのj山がかよう受通安全"

(ム6)ム419 (101) 15 (95) 負傷者数
運転免許所有者で更新のための講習会

大洗町身体障害者福祉協会主催による歌謡シ
ヨ

芸術文化祭発表会リハーサル

大会議室

オ丈 ノレ
リハ サノレ窓

ホールステージ

運転免許証更新特講習会

官史郎・笹みどり歌謡ショー

音楽の部
日:<tζ

9 : 00-

1部 13:00-
2吉1¥18日日~

9 : 00-

10月24日(金)

10月268(8) 

10月28日(火)
lOR29日(ス/() 舞 踊(リノ、ーサノレ)

月
/ 
g ヰJム61(~41ふ

百
日
咳
イ

ン
フ
テ
リ
ア
十
予
附
間
接
樋

破
傷
風
」

生
後
2
ヵ
月
i
3
ヵ
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
1
7
ヵ
月
の
者

母
性
及
ぴ
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

事

業

士t

名

受
付
時
間

象

名

百

司

咳

}

ん
川
町
断
一
予
防
機
種

経
口
・
生
ポ
リ
オ

ワ

ク

チ

ン

投

与

経
口
・
生
。
ホ
リ
オ

ワ

ク

チ

ン

投

与

10 
/ 
(/J() 8 

生
後
弘
ヵ
同
月
j
m
叩
ヵ
月
未
満
の
者

生
後
3
ヵ
月
1
m
ヵ
月
の
者

生
後
3
ヵ
月
l
u
ヵ
月
の
者

歳
六
ヵ
月
児
健
診

治
一
歳
六
ヵ
月
の
誕
生
日
に
達

/1/  
月101(村 6

i見

健

試

写10::'

手L

子

母

相

言11

「
級
世
内
b
u
じ
司
自
信
父

d
q
古
米
・

四
日
町

f
f
ヨ
w
+耳
」

午
前
の
部
訓
練
日
(
午
前
9
時
1
午
前
孔
時
)

o
m
月
日
日
(
土
)
o
m
月
日
比
日
(
火
)

o
m
月
幻
日
(
火
)
o
m
月
お
日
(
土
)

0
日
月
1
日
(
土
)

0

日
月
8
日
(
土
)

午
後
の
部
訓
練
日
(
午
後
1
持
1
午
後
3
時
)

o
u
月
4
日
(
火
)
(
専
門
療
法
士
来
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
俸
答
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る
者
。

o 0 
10 10 
月月
28 18 
日目

火土

回
目
の
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

@
検
診
毘
及
び
場
所

日
月
幻
日
(
月
)

@
受
付
時
間

午
前
6
時
1
午
前
7
待
鈎
分
ま
で

@
対
象
者

大
洗
町
叫
に
住
所
を
有
す
る

ω歳
1
的
歳
ま
で
の
者
。

@
申
込
場
所
及
び
方
法

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
電
話
で
も
受
付
し
ま
す
)

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
そ
の
都
度
週
報
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
が
、
不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
最
低
賃
金
が
一
自
三
、
四
九
三
円

昭
和
白
年
叩
月
口
日
よ
り
実
施

茨
城
労
働
基
準
局
(
局
長
杉
本
カ
)
で
は
、
茨
城
県
最
低
賃
金
を
一
豆
一
一
、
由

九
一
一
一
円
(
現
行
一
二
、
一
一
一
九
一
円
、
引
上
額
一

O
一
一
円
)
、
時
間
給
で
は
一
時
間
四

三
七
円
(
現
行
四
一
一
四
円
、
引
上
額
一
一
一
一
円
)
に
改
正
し
、
本
年
一

O
月
一
七

日
か
ん
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
制
度
は
、
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
そ
れ
よ
り
抵
い
賃
金

で
労
働
者
を
一
麗
つ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
、
今
回
改
正
さ
れ
た
最
低
賃

金
額
は
県
内
の
事
業
場
で
働
く
労
働
者
、
す
な
わ
ち
常
用
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん

臨
時
震
い
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
雇
用
の
形
態
・
努
女
・
年
齢
を
間
わ
ず
、

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
食
料
品
製
造
業
な
ど
8
業
種
の
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
現
在
茨
城
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
審
議
中
で
あ
り
ま
す
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
茨
城
労
働
基
準
局
賃
金
課
(
電
話

。
二
九
一
一
i
ニ
四
!
六
一
二
五
)
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
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